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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち

た
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
旧
年
中
は
、
市
議
会
に
賜
り
ま
し
た
格
別
の

御
支
援
と
御
協
力
に
対
し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
成
28
年
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
の
影
響
を
受
け
て
、
も
や
い
館
を
仮
議

場
と
定
め
、
ち
ょ
う
ど
二
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

御
利
用
の
制
限
で
御
不
便
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
こ
と
に
、
あ
ら
た
め
て
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
、
新
庁
舎
完
成
ま
で
の
期
間
御
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
念
願
の
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
水
俣
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
今
春
に
供

用
開
始
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
所
要
時
間
の
短
縮
等
、
利
便
性
の
向
上
の
み
な

ら
ず
、
災
害
時
の
緊
急
道
路
と
し
て
の
効
果
も
期
待
さ
れ
、
一
日
も
早
い
開
通
が

待
た
れ
て
お
り
ま
す
。
一
方
で
は
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通
に
よ
っ
て
、
か
え
っ

て
疲
弊
し
た
と
い
う
よ
う
な
一
部
自
治
体
の
事
例
も
耳
に
し
ま
す
が
、
そ
う
い
っ

た
懸
念
解
消
に
向
け
、
市
内
関
係
団
体
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
道
路
開
通
効

果
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
市
民
の
生
活
向
上
に
直
結
す
る
市
政
発
展
の
た
め
に

は
、
市
の
監
視
役
と
い
う
本
来
の
立
ち
位
置
か
ら
一
歩
踏
み
込
ん
だ
政
策
提
言
型

の
市
議
会
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
温
か
い
御
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
新
た
な
年
が
皆

さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
幸
せ
な
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
御
祈
念
申
し
上
げ
、
年

頭
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

水
俣
市
議
会
議
長　

福　

田　
　
　

斉

広
域
交
流
の
始
ま
り
の
元
年
に

謹んで新年の
　お慶びを申し上げます

水俣市議会一同



�

�����

12月定例会の報告

【平成30年度会計別補正予算】
（千円）　　

会　計　名 補　正　額 補正後の額

一般会計 １５７，７９４ １６，１３８，３５２

国民健康保険事業 ５２，５０５ ３，８８６，３８７

介護保険 ▲３３６ ３，６１３，１７４

後期高齢者医療 ▲３５５ ４０８，２８８

公共下水道事業 ５，５９４ １，０７０，６６８

水道事業（収益的支出） ３，００７ ４１０，１２０

水道事業（資本的収入） １０，４５０ １５４，９５５

水道事業（資本的支出） ５０ ３６３，５１０

〇
水
俣
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

婦
人
相
談
員
へ
の
国
の
補
助
基
準
が

改
正
さ
れ
、
一
定
の
研
修
を
修
了
し
た

相
談
員
に
対
す
る
基
準
が
新
設
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
婦
人
相
談
員
の
報
酬
及

び
同
様
の
相
談
業
務
を
行
う
家
庭
相
談

員
の
報
酬
額
を
新
設
す
る
も
の
で
す
。

〇
水
俣
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
国

家
公
務
員
の
給
与
改
定
等
に
準
じ
て
、

制
定
す
る
も
の
で
す
。

〇
水
俣
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変

更
に
つ
い
て

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
第

６
条
第
７
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
計
画
中
第

５
章
第
３
節
の
表
中
に
「
認
定
こ
ど
も

園
整
備
事
業
」
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

陳

情

現
行
の
条
例
改
正

そ

の

他

人

事

〇
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

水
俣
市
文
化
会
館
空
調
設
備
改
修
工

事
（
機
械
設
備
）
に
つ
い
て
、
工
事
金

額
１
億
５
，０
４
４
万
４
千
円
の
請
負

契
約
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

〇
陳
第
１
号
　
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上

げ
と
全
国
一
律
制
度
及
び
、
開
か
れ
た

最
低
賃
金
審
議
会
の
あ
り
方
を
求
め
る

陳
情
に
つ
い
て

〇
陳
第
４
号
　
所
得
税
法
第
56
条
の
廃
止

を
求
め
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情

に
つ
い
て

　

以
上
２
件
は
継
続
審
査
と
す
る

〇
陳
第
２
号
　
「
水
俣
川
河
口
臨
海
部
振

興
構
想
事
業
計
画
」
に
対
す
る
市
民
説

明
会
を
求
め
る
陳
情
に
つ
い
て

　

賛
成
な
し
で
不
採
択
と
す
る

〇
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

平
尾　

雅
述　

氏
（
水
俣
市
栄
町
）

〇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

坂
本　

欣
也　

氏
（
水
俣
市
陣
内
）

平成30年度一般会計補正予算
条例の制定などを可決
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〇新館・秋葉会館設備単独化工事
３，３５８万円

　本館・別館解体工事を行うことから、現在
使用している新館と秋葉会館の電力供給を継
続するため、新たに蘇峰記念館側から電力を
引き込む工事を行うものです。
　また、上水道給水管と下水道排水管が新庁
舎の配置計画内に埋設されているため、配置
計画外へ移設するものです。

〇林業・木材産業生産性強化対策事業補助金
６５０万円

　森林組合や林業事業体の高性能機械（プロ
セッサー、フォワーダー等）の導入に対し、
国・県補助を行うものです。

〇明水園裏法面崩壊対策工事
 ５６４万円

　平成29年度の梅雨前線豪雨により明水園裏
の法面から落石が発生したため、工事を行う
ものです。

〇特殊地下壕対策費
　　　　 ３１９万円

　梅戸町で発見された特殊地下壕（いわゆる
防空壕）の埋戻し対策工事を行うものです。

〇湯の児島公園遊歩道修繕料他
１４１万円

　台風24号等による災害復旧等のため工事を行
うものです。

補正予算の主なもの
〇防災行政無線撤去工事

　　 １０６万円
　新庁舎及び旧庁舎の屋上に設置している防
災行政無線拡声子局（スピーカー）を旧庁舎
解体に伴い撤去するものです。なお、新庁舎
建設後は再度撤去した機器を設置します。
　撤去後の周辺地域への伝達手段は戸別受信
機で対応することになります。

〇湯の鶴温泉保健センター新規バス停設
置工事他

　　　　　　　　 １０３万円
　湯の鶴温泉保健センターに新たにバス停を
設置するとともに、区画線を設置するものです。

〇保育体制強化事業補助金
　 ４５０万円

　園児の安全かつ安心な保育環境を確保する
ための備品の購入、業務の ICT 化を推進する
ためのシステム導入、及び保育士が働きやす
い環境を整備するための保育支援者の配置に
対する費用の一部を補助するものです。

〇小学校運動場物置設置工事他
２９６万円

　社会体育移行後の活動団体が道具保管等を
行うための倉庫を設置するものです。

〇キーポスト（キーボックス）設置工事他
２５４万円

　学校体育館の社会体育移行後の利用及び夜
間開放による鍵の管理のためのキーポスト及
び監視カメラを設置するものです。

○
熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議

会
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て

　

被
選
挙
人
は
市
長
と
議
員
16
名
の
計

17
名
に
対
し
て
、
議
員
16
名
の
投
票
に

お
い
て
、
広
域
連
合
議
会
議
員
を
１
名

選
出
し
た
も
の
で
す
。

〈
１
回
目
の
選
挙
結
果
〉

　

髙　

岡　

利　

治　

氏　

８
票

　

牧　

下　

恭　

之　

氏　

８
票

※
同
数
の
た
め
、
く
じ
引
き
を
実
施

し
、
牧
下
恭
之
氏
が
当
選
す
る
も

辞
退
さ
れ
た
た
め
再
選
挙
を
実

施

〈
２
回
目
の
選
挙
結
果
〉

○当
髙　

岡　

利　

治　

氏　

８
票

　

野　

中　

重　

男　

氏　

５
票

　

無
効
票　
　
　
　
　
　
　

３
票

※
以
上
の
と
お
り
、
髙
岡
利
治
氏
を

当
選
人
と
決
定

選

挙
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総 務 産 業総 務 産 業
　専決処分の報告及び承認１件、条例の一部改正
２件、補正予算６件、その他の議決事件１件、
継続中の陳情３件

●平成30年度水俣市一般会計補正予算（第５号）
について

質疑－時間外勤務による災害調査とは
答弁－台風発生時等に倒木による道路への被害の

確認や危険箇所の調査等を行っている。
質疑－倒木の処分方法は
答弁－中間処理業者に運搬、処分をお願いしている。

●水俣市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費

用弁償条例の一部を改正する条例の制定について

質疑－一定の研修や資格の内容は
答弁－婦人相談員は、全国婦人相談員心理判定員

研究協議会や、地方自治体または全国婦人
相談員連絡協議会等の関係団体が実施する
研修と国が定めている。また家庭相談員は、
児童福祉司の任用資格取得、要保護児童対
策調整機関の調整担当者の研修を修了した
者を市では想定している。

●平成30年度水俣市一般会計補正予算（第６号）
中付託分について

質疑－新館・秋葉会館設備単独工事の内容と市民
への影響は

答弁－新庁舎建設に向けた給水管、排水管の移設
工事と電気設備工事であり、来年２月から
４月まで工事を予定している。通行や駐車
場の利用に制限が出てくるため、利害関係
者への説明や市報、ホームページ等で広く
市民に周知する予定である。

質疑－牧ノ内・大迫線道路改良事業の完成予定時
期は

答弁－現在の予定では平成33年度中で進めている。

●水俣市過疎地域自立促進計画の変更について

質疑－認定こども園に移行された幼稚園と保育園
の数は

答弁－現時点で移行された幼稚園は１園、保育園
は４園であり、今後、幼稚園２園が移行予
定である。

厚 生 文 教厚 生 文 教
　補正予算８件、工事請負契約の締結１件

●平成30年度水俣市一般会計補正予算（第６号）
中付託分について

質疑－西回り自動車道水俣インターチェンジの
国道３号の古城交差点の改良工事に伴い、
水俣病資料館の案内看板の撤去、移設費
用として、既決予算である水俣病資料館
防水改修工事費から支出したとのことで
あるが、この案内看板の撤去等について、
国の負担はないのか

答弁－移設の必要が出てきた場合は、市の負担
で行うことを条件に国道３号の占用許可
を受けており、市の予算で移設をするこ
とになった。

質疑－要保護・準要保護児童就学援助費の予算
増額の内容は

答弁－昨年度は対象者が113名だったが、今年度
は135名となり、22名の増加に伴う予算
増である。

質疑－近年、対象者は増える傾向にあるのか
答弁－小学校でいえば、平成28年度が105名、29

年度が113名、30年度が135名となってお
り、近年、増加傾向にある。

●平成30年度水俣市病院事業会計補正予算（第２
号）について

質疑－債務負担行為は、業務委託、借入、購入
等があり、また、来年５月１日の元号変
更に伴い、システムのプログラム改修の
ためのものとの説明であったが、通常使
われるシステムの改修業務は、他の契約
で入札が多い中、随意契約等もあるのか

答弁－そのとおりである。

●「水俣川河口臨海部振興構想事業計画」に対す

る市民説明会を求める陳情について

　市民説明会はすでに実施されており、今後も市
のホームページ等で周知していくとのことであり
反対であるとの意見や、今後も説明会を実施して
ほしいが、本陳情は、１回目の説明会の実施につ
いて求められていることから、採択しなくてよい
のではないかとの意見があり、採決の結果、賛成
者がなく、不採択とすべきものと決定しました。

＊各常任委員会で交わされた主な質疑の内容です。
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平成29年度 一般会計決算認定の審査報告
　10月23日から25日までの日程で特別委員会を開催し、各担当部・課から説明を受けました。執行
部からは「実質収支額は、1,827万円の黒字となっているが、前年度実質収支及びその他の黒字・赤
字要素を加味すると、実質単年度収支額は５億6,000万円の赤字となる。しかし、財政の健全化に関
する法律で定める指標でみれば、実質赤字比率及び連結実質赤字比率ともに赤字がなく、早期健全化
基準等に該当するものはなかった。また、将来負担比率は38.4％となっており、対前年度比で1.3％
改善している。」との報告を受け、質疑・審査を行いました。
　執行部に対しては、意見・要望を提出するとともに、本決算については、全員異議なく認定するも
のと決定しました。

１　

新
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て

は
、
水
俣
市
新
庁
舎
建
設
基

本
構
想
に
基
づ
い
て
計
画
を

遂
行
し
、
進
捗
状
況
に
つ
い

て
は
、
市
民
へ
の
積
極
的
な

情
報
公
開
に
努
め
ら
れ
た
い
。

ま
た
、
周
辺
の
整
備
等
に
つ

い
て
は
、
関
係
機
関
と
十
分

に
協
議
を
し
た
う
え
で
、
市

民
の
利
便
性
に
寄
与
す
る
よ

う
総
合
的
に
検
討
さ
れ
た
い
。

２　

税
の
公
平
性
の
観
点
か
ら

丸
島
水
路
公
害
防
止
事
業
費

事
業
者
負
担
金
や
、
そ
の
他

の
税
の
収
入
未
済
分
に
つ
い

て
も
、
引
き
続
き
徴
収
に
努

め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
で
き

る
限
り
不
納
欠
損
処
理
を
行

う
こ
と
が
な
い
よ
う
努
め
ら

れ
た
い
。
法
や
条
例
改
正
等

に
伴
う
課
税
見
直
し
等
に
つ

い
て
は
、
不
適
切
な
事
務
処

理
に
よ
る
市
民
へ
の
影
響
が

な
い
よ
う
十
分
な
チ
ェ
ッ
ク

機
能
を
果
た
さ
れ
た
い
。

３　

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道

水
俣
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

（
仮
称
）
の
開
通
を
契
機
と

し
て
、
水
俣
の
農
水
産
物
及

び
加
工
品
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ

と
販
路
拡
大
を
進
め
る
と
と

も
に
、
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
事

業
等
に
よ
り
、
市
内
観
光
施

設
へ
の
誘
客
増
を
図
ら
れ
た

い
。

４　

本
市
農
業
の
存
続
に
向
け

て
は
、
農
地
環
境
を
整
備
し
、

耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
に

努
め
る
と
と
も
に
、
新
規
就

農
者
や
営
農
者
の
支
援
育
成
、

農
地
集
積
等
に
よ
る
稼
げ
る

農
業
に
つ
な
げ
る
た
め
に
農

業
委
員
会
も
含
め
て
、
積
極

的
な
施
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

ま
た
、
有
害
鳥
獣
駆
除
事
業

に
つ
い
て
は
、
今
後
も
対
策

を
推
進
さ
れ
た
い
。

５　

若
者
が
住
み
続
け
ら
れ
る

環
境
の
整
備
と
し
て
、
教
育

の
負
担
が
軽
く
、
子
育
て
し

や
す
い
施
策
、
空
き
家
・
空

き
地
の
活
用
に
よ
る
宅
地
確

保
の
新
た
な
施
策
等
を
検
討

さ
れ
た
い
。
ま
た
、
地
元
で

働
け
る
雇
用
機
会
の
創
出
に

向
け
て
、
国
・
県
の
動
向
を

注
視
し
、
官
民
連
携
に
よ
る

地
場
企
業
の
育
成
支
援
、
起

業
家
の
支
援
、
企
業
誘
致
に

さ
ら
に
努
力
さ
れ
た
い
。

６　

自
然
災
害
に
備
え
、
災
害

時
要
援
護
者
の
個
別
避
難
計

画
の
具
体
化
と
、
福
祉
避
難

所
の
拡
充
を
進
め
、
市
民
の

安
全
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

７　

市
内
の
遺
跡
や
文
化
財
の

適
切
な
保
護
・
管
理
の
た
め
、

引
き
続
き
専
門
の
学
芸
員
の

確
保
や
歴
史
民
俗
資
料
館
の

設
置
を
検
討
さ
れ
た
い
。

８　

本
市
の
財
政
状
況
が
厳
し

い
中
に
あ
っ
て
は
、
市
が
所

有
す
る
遊
休
財
産
の
利
活
用

や
売
却
を
進
め
る
と
と
も
に
、

市
が
発
注
す
る
委
託
料
全
般

に
つ
い
て
、
継
続
及
び
新
規

事
業
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の

積
算
根
拠
の
透
明
性
と
金
額

の
適
正
化
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　

特
に
随
意
契
約
の
際
は
、

市
場
価
格
と
比
較
し
て
疑
義

が
生
じ
な
い
よ
う
留
意
さ
れ

た
い
。

９　

今
後
の
新
た
な
事
業
及
び

市
保
有
施
設
の
老
朽
化
対
策

の
必
要
性
か
ら
、
技
術
職
員

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
向
け
た

行
政
面
の
サ
ポ
ー
ト
を
図
ら

れ
た
い
。
ま
た
、
新
卒
及
び

中
途
採
用
に
よ
り
、
人
員
確

保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

要
望
書

【歳出】151億3,499万円 【歳入】151億9,425万円
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平成29年度 特別会計・企業会計決算認定の審査報告
特別会計、企業会計の全事業について、全員異議なく認定すべきものと決定しました。
なお、各事業における質疑は次のとおりです。

質
疑
な
し

質
疑　

水
俣
病
に
関
す
る
交

付
金
に
つ
い
て
、
国
と
県
の

負
担
割
合
と
、
実
際
交
付
さ

れ
て
い
る
割
合
は

答
弁
　
国
が
８
割
、
県
が

２
割
の
負
担
と
な
っ
て
い

る
が
、
実
際
に
は
国
か
ら

６
割
、
県
か
ら
２
割
が
交

付
さ
れ
て
い
る
。

質
疑　

介
護
保
険
料
の
滞
納

分
普
通
徴
収
保
険
料
の
内
容

は答
弁
　
介
護
保
険
料
は
ほ

と
ん
ど
の
方
が
年
金
額
か

ら
支
払
わ
れ
る
方
で
あ
る

が
、
一
定
額
の
年
金
よ
り

も
少
な
い
方
に
つ
い
て
は

普
通
徴
収
と
な
り
、
そ
う

い
う
方
に
対
し
て
財
産
調

査
や
納
付
折
衝
を
行
っ
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

質
疑　

有
収
率
が
下
が
っ
て

い
る
が
、
そ
の
要
因
は

答
弁
　
配
水
管
の
老
朽
化

に
よ
り
、
漏
水
し
た
こ
と

が
原
因
で
あ
る
。

質
疑　

水
道
局
に
お
け
る
具

体
的
な
業
務
は

答
弁
　
通
常
、
水
質
点
検
や

水
道
局
に
お
け
る
経
営
管

理
や
施
設
等
の
管
理
、
水

道
料
金
の
徴
収
の
た
め
の

業
務
を
行
っ
て
お
り
、
漏

水
時
や
断
水
時
に
、
早
期

復
旧
に
向
け
た
修
繕
等
を

行
い
、
安
心
、
安
全
な
水

の
供
給
に
努
め
て
い
る
。

質
疑　

配
水
施
設
の
利
用
率

が
40
％
ほ
ど
し
か
な
い
理
由

は答
弁
　
人
口
減
少
に
よ
り
、

過
去
に
整
備
し
た
配
水
施

設
の
能
力
に
対
し
て
、
利

用
量
が
少
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
こ
と
が
要
因
で
あ

る
。
施
設
の
能
力
が
過
大

に
な
っ
て
き
て
お
り
、
維

持
管
理
や
人
件
費
等
の
コ

ス
ト
も
か
か
る
た
め
、
今

後
、
施
設
の
統
廃
合
が
必

要
で
あ
る
。

質
疑　

病
院
事
業
に
お
け
る

時
間
外
勤
務
手
当
の
推
移
は

答
弁
　
診
療
部
署
に
つ
い

て
違
っ
て
は
く
る
が
、
毎

月
、
大
体
１
，１
０
０
万
円

か
ら
１
，２
０
０
万
円
の
時

間
外
勤
務
が
発
生
し
て
い

る
。
限
ら
れ
た
職
員
で
行
っ

て
い
る
た
め
、
す
ぐ
に
効

果
を
出
す
こ
と
は
難
し
い

が
、
病
院
の
効
率
化
を
図

り
な
が
ら
、
今
後
、
時
間

外
勤
務
が
少
な
く
な
る
よ

質
疑　

昨
年
の
汚
泥
処
理
の

実
績
が
約
１
，２
０
０
ト
ン
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
有
効
利

用
の
状
況
は

答
弁
　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
処
理
し
た
約
１
，０
０
０

ト
ン
の
う
ち
、
約
60
パ
ー
セ

ン
ト
は
、
焼
却
後
に
溶
融
ス

ラ
グ
が
発
生
す
る
た
め
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
材
料
等
に
利

活
用
し
て
い
る
。
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
運
転
停
止
期
間

に
発
生
す
る
約
２
０
０
ト
ン

は
民
間
業
者
に
処
理
を
依
頼

し
、
堆
肥
化
さ
れ
て
い
る
。

質
疑　

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
エ

ア
レ
ー
シ
ョ
ン
タ
ン
ク
の
漏

水
対
策
工
事
の
内
容
は

答
弁
　
平
成
28
年
の
熊
本
地

震
の
前
震
に
よ
っ
て
、
２

槽
の
う
ち
の
１
槽
に
ひ
び

が
入
っ
た
が
、
災
害
査
定
の

結
果
、
国
、
県
の
補
助
対
象

に
な
ら
な
か
っ
た
た
め
、
市

の
一
般
財
源
で
修
繕
工
事
を

行
っ
た
。

公
共
下
水
道
事
業

後
期
高
齢
者
医
療

水
道
事
業

国
民
健
康
保
険
事
業

介
護
保
険

病
院
事
業

特
別
会
計

企
業
会
計

う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

質
疑　

人
事
評
価
制
度
導
入

の
考
え
方
は

答
弁
　
現
在
、
医
療
機
器
の

Ａ
Ｉ
化
が
進
む
中
で
、
個
々

の
能
力
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

や
人
材
の
育
成
が
非
常
に

大
事
に
な
っ
て
く
る
と
考

え
る
。
今
後
も
職
員
一
丸

と
な
っ
て
、
同
じ
目
的
を

持
っ
て
や
っ
て
い
け
る
よ

う
な
病
院
づ
く
り
に
努
め

て
い
き
た
い
。
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あなたの声を市政に

各議員の写真の下の二次元コードをスマートフォン
などで読み取ると、その議員の一般質問の動画をご
覧いただけます。
※視聴の際のデータ通信料はご自分の負担となります。

紙面から動画にリンク

●岩村　龍男
　１　水俣川河口臨海部振興構想事業計画について
　２　水俣市文化会館空調設備改修工事について 
　３　廃棄物処理行政について
　４　水俣市立水俣第三中学校跡地について
●藤本　壽子
　１　第３次水俣市男女共同参画計画について
　２　水俣市長崎地内太陽光発電所設置計画について
　３　11月21日に行われた「水俣川河口臨海部振興構

想事業計画」の市民説明会について
　４　グリーンスポーツみなまたの今後について
●谷口　明弘
　１　９月議会で否決された水俣市文化会館空調設備改

修に関する工事請負契約の締結について
　２　水俣川河口臨海部振興構想について
　３　仮庁舎とみなくるバスのバス停のアクセスの悪さ

について
　４　インフルエンザ予防接種の助成制度について
●髙岡　朱美
　１　生活保護基準引き下げの影響と低所得者対策に

ついて
　２　高校生までの医療費無料化について
　３　水俣市のエネルギー政策について
　４　廃プラスチック低減に向けた新たな取り組みにつ

いて
●田中　 睦
　１　水俣病問題について
　２　観光振興について
　３　ＴＰＰの水俣市農業に及ぼす影響と対策について
　４　小学校運動部活動の社会体育への移行について
　５　学校教育問題について

●桑原　一知
　１　水俣市文化会館空調設備改修工事（機械設備）

の工事請負契約について
　２　水俣市の地域公共交通について
　３　健康増進とまちづくりについて
●牧下　恭之
　１　ワンストップサービス（総合窓口）について
　２　ウォータークーラー設置について
　（１）公共施設について
　（２）教育施設における熱中症対策について
　３　高齢者肺炎球菌ワクチンについて
●小路　貴紀
　１　水俣市文化会館空調設備改修工事（機械設備）

について
　２　水俣川河口臨海部振興構想事業について
　３　ドローンを活用した本市の活性化について
　４　水道料金の支払い方法について
　５　行政施策の進捗について
●野中　重男
　１　国民健康保険について
　２　水俣市の財政事情について
　３　水俣川河口臨海部振興構想について
●塩﨑　達朗
　１　「水俣川河口臨海部振興構想」について
　２　湯の児、湯の鶴の観光について
　３　防災について
　４　文化会館の改修工事について
●岩阪　雅文
　１　これまでの施策に対する基本的な考え方と具体的

対応について
　２　第六次水俣・芦北地域振興計画に対する具体的

対応について
　３　第６次水俣市総合計画の策定と具体的対応について
　４　水俣市のスポーツ行政のあり方について
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問
　
９
月
議
会
で
、
工
事

請
負
契
約
が
否
決
さ
れ
た

が
、
そ
の
後
の
状
況
は

答　

一
連
の
契
約
行
為
が

失
効
し
た
の
で
、
改
め
て

契
約
事
務
を
行
い
12
月
議

会
へ
契
約
締
結
承
認
案
を

上
程
さ
せ
て
頂
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

※
12
月
議
会
に
て
契
約
締
結

　

承
認
案
―
可
決

問
　
事
業
の
完
成
予
定
は

２
０
３
４
年
度
の
予
定
で

あ
る
が
、
事
業
計
画
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か

答　

水
俣
川
河
口
臨
海
部

振
興
構
想
事
業
は
大
き
く

臨
海
部
・
河
口
部
・
現
道

部
の
３
つ
の
エ
リ
ア
で
構

成
さ
れ
、
臨
海
部
は
現
在

埋
立
免
許
申
請
書
の
作
成

を
行
っ
て
い
る
。

　

臨
海
部
・
河
口
部
は
今

年
度
工
事
の
予
算
に
つ
い

て
議
会
の
承
認
を
得
て
い

る
の
で
、
２
０
１
９
年
の

工
事
を
発
注
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

工
事
着
手
は
２
０
１
９

年
夏
ご
ろ
、
２
０
２
１
年

干
潟
ゾ
ー
ン
の
護
岸
構
造

物
築
造
、
被
覆
石
設
置
を

概
ね
、
２
０
２
５
年
度
ま

で
に
整
備
計
画
予
定
で
あ

る
。
護
岸
整
備
を
進
め
な

が
ら
２
０
２
２
年
度
ご
ろ

か
ら
、
干
潟
沖
の
防
波
提

の
設
計
に
着
手
し
、
そ
の

後
防
波
提
築
造
、
臨
海
部

道
路
の
新
設
工
事
を
進
め

２
０
３
０
年
度
ま
で
に
整

備
予
定
で
あ
る
。

　

河
口
部
は
、
今
年
度
内

に
水
俣
川
下
流
側
か
ら
上

流
に
向
か
っ
て
護
岸
構
造

物
の
補
修
工
事
を
始
め
、

臨
海
部
同
様
、
２
０
２
５

年
度
ま
で
に
整
備
し
、
そ

の
後
、
道
路
拡
幅
に
着
手

す
る
予
定
で
あ
る
。

　

現
道
部
は
、
臨
海
部
の

護
岸
、
河
口
部
の
護
岸
構

造
物
補
修
工
事
完
了
後
の

２
０
２
６
年
度
以
降
に
着

手
す
る
予
定
で
２
０
３
２

年
度
ま
で
に
整
備
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

水
俣
川
河
口

臨
海
部
振
興
構
想

事
業
計
画
に
つ
い
て

水
俣
市
文
化
会
館

空
調
設
備
改
修
工

事
に
つ
い
て

問
　
こ
の
事
業
の
目
的
は

地
域
経
済
の
活
性
化
で
あ

る
が
現
段
階
で
、
地
元
企

業
の
工
事
へ
の
か
か
わ
り

は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か

答　

本
事
業
に
お
け
る
工

事
は
、
大
規
模
な
工
事
で

あ
り
、
か
つ
海
上
か
ら
の

施
工
等
、
専
門
的
な
技
術

が
必
要
と
な
る
が
可
能
な

限
り
地
元
企
業
が
受
注
で

き
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
今
後
、
事
業
の
節
目

ご
と
に
説
明
会
を
実
施
し

て
は
ど
う
か

答　

説
明
会
の
開
催
は
考

え
て
い
る
。
ま
た
工
事
の

進
捗
状
況
を
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
て

市
民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ

し
て
い
く
事
を
検
討
し
て

い
く
。

岩村　龍男  議員

（政進クラブ）

水俣川河口臨海部振興構想事業計画は
地域経済の活性化
　水産業・産業団地の振興のために

問
　
環
境
モ
デ
ル
都
市
と

し
て
、
こ
れ
か
ら
の
構
想

計
画
の
考
え
は

答　

環
境
モ
デ
ル
都
市
に

ふ
さ
わ
し
い
廃
棄
物
処
理

行
政
に
取
組
、
３
Ｒ
の
推

進
ご
み
減
量
・
資
源
化
を

図
り
、
今
後
も
ゼ
ロ
ウ
ェ

イ
ス
ト
の
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

廃
棄
物
処
理
行
政

に
つ
い
て

水
俣
第
三
中
学
校

跡
地
に
つ
い
て

問
　
校
舎
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
お

ら
れ
る
の
か

答　

防
災
・
防
犯
等
の
安

全
対
策
の
面
か
ら
考
慮
す

る
と
解
体
す
る
事
が
望
ま

し
い
と
考
え
る
が
、
本
市

の
財
政
状
況
及
び
財
源
の

確
保
な
ど
の
課
題
が
あ
り

実
現
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

校
舎
を
含
め
た
旧
水
俣

第
三
中
学
校
跡
地
に
つ
い

て
は
、
平
成
27
年
１
月
に

「
水
俣
第
三
中
学
校
跡
地

施
設
活
用
方
針
検
討
会

議
」
を
設
置
し
地
域
の
課

題
や
特
性
を
踏
ま
え
会
議

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

今
後
、
検
討
会
議
を
経

て
活
用
方
針
が
決
定
さ
れ

る
と
と
も
に
財
源
が
確
保

で
き
た
際
に
は
、
速
や
か

に
解
体
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
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第
３
次
水
俣
市
男

女
共
同
参
画
計
画

の
進
捗
状
況
は

グ
リ
ー
ン
ス
ポ

ー
ツ
み
な
ま
た

の
今
後
は

11
月
21
日
に
行
わ
れ
た

「
水
俣
川
河
口
臨
海
部

振
興
構
想
事
業
計
画
」

の
市
民
説
明
会

問
　
市
婦
人
相
談
員
へ
の

相
談
内
容
で
多
い
の
は

答　

昨
年
度
の
相
談
件
数

９
２
６
件
の
う
ち
、
Ｄ
Ｖ

相
談
が
１
９
１
件
で
約

21
％
で
あ
っ
た
。

問
　
家
庭
内
Ｄ
Ｖ
は
、
子

ど
も
達
へ
の
暴
力
の
連
鎖

と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

是
非
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
の
取
り
組
み
を
充

実
し
、
子
ど
も
の
頃
か
ら

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

実
践
す
る
施
策
を

答　

市
も
早
期
対
応
、
相

談
員
の
充
実
、
啓
発
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問
　
審
議
会
、
委
員
会
な

ど
の
登
用
率
は

答　

女
性
の
割
合
は
、

23
％
で
あ
る
。

問
　
市
役
所
内
の
女
性
管

理
職
は
、
ど
れ
位
か

答　

現
在
減
少
し
、
２
名
。

問
　
今
後
、
積
極
的
に
登

用
し
て
ほ
し
い

答　

検
討
す
る
。

問
　
学
校
現
場
で
の
混
合

名
簿
の
現
状
は

答　

小
学
校
で
は
、
７
校

中
７
校
、
中
学
校
は
、
４

校
中
２
校
で
あ
る
。

問
　
設
置
計
画
の
内
容
は

答　

設
置
場
所
は
、
長
崎

字
馬
尼
田
地
区
、
事
業

主
体
は
「
イ
ー
ト
ッ
プ
」、

最
大
発
電
出
力
２
・
３
メ

ガ
ワ
ッ
ト
、
事
業
面
積

11 

ha
、
設
置
面
積
４
・
８

ha
、
平
成
31
年
４
月
に
着

工
予
定
で
あ
る
。

水俣市男女共同参画の
　　　　　　さらなる推進を

問
　
市
が
作
っ
た
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
置
に
お

け
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
５

つ
あ
る
が
、
そ
の
内
の
土

砂
災
害
流
出
防
止
対
策
計

画
は
出
て
い
る
の
か

答　

ま
だ
、
提
出
さ
れ
て

い
な
い
。

問
　
設
置
場
所
は
、
市
民

が
産
廃
処
分
場
と
し
て
反

対
し
た
場
所
に
重
な
る
地

域
で
あ
り
、
森
林
を
伐
採

す
る
こ
と
か
ら
、
市
が
持

つ
「
水
道
水
源
保
護
条

例
」
に
よ
る
規
制
が
で
き

な
い
の
か

答　

対
象
と
な
る
事
業
場

に
は
、
該
当
し
な
い
と
考

え
る
。

問
　
説
明
会
で
は
主
に
ど

の
よ
う
な
質
問
、
意
見
が

出
た
の
か

答　

こ
の
事
業
に
よ
り
ど

れ
だ
け
の
効
果
が
見
込
ま

れ
る
の
か
。
環
境
影
響
評

価
の
結
果
は
ど
う
か
。
Ｊ

Ｎ
Ｃ
に
対
し
負
担
を
要
請

す
る
の
か
な
ど
で
あ
っ
た
。

問
　
資
料
を
提
示
し
、
環

境
影
響
評
価
図
書
も
開
示

し
な
が
ら
、
更
に
説
明
会

は
で
き
な
い
の
か

答　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
み
な
ま
た
で
周
知
す
る
。

問
　
説
明
会
終
了
後
、
市

民
か
ら
要
望
書
が
提
出
さ

れ
た
。
内
容
は

答　

本
事
業
の
拙
速
な
事

業
推
進
を
行
わ
ず
、
地
区

ご
と
の
市
民
説
明
会
を
開

催
し
、
事
業
を
見
直
す
と

の
内
容
で
あ
っ
た
。

問
　
昨
年
、
6
月
議
会
で

教
育
長
は
「
ど
の
よ
う
に

管
理
使
用
し
て
い
く
か
。

市
役
所
関
係
、
市
民
、
地

元
住
民
と
話
し
合
う
」
と

い
う
答
弁
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か

答　

地
元
の
人
か
ら
は
、

話
を
聞
い
た
。

問
　
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ

は
、
大
変
有
意
義
な
と
こ

ろ
で
あ
る
。
今
年
度
中
に

活
用
し
て
き
た
方
々
に
声

を
か
け
、
話
し
合
い
を

行
っ
て
ほ
し
い

答　

検
討
す
る
。

長
崎
地
内
太
陽
光

発
電
所
設
置
計
画

に
つ
い
て

藤本　寿子  議員

（無限21）
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問
　
９
月
議
会
で
否
決
さ

れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ

た
影
響
は
ど
ん
な
も
の
か

答　

再
入
札
に
よ
っ
て
工

事
予
定
価
格
が
増
額
に

な
っ
た
。
文
化
会
館
の
閉

館
期
間
が
来
年
２
月
か
ら

３
ヶ
月
間
延
び
て
８
月
ま

で
と
な
り
、
予
約
さ
れ
て

い
た
団
体
に
行
事
日
程
の

変
更
を
お
願
い
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
市
制
70
周
年

事
業
に
影
響
が
出
た
。
旧

庁
舎
の
空
調
設
備
を
転
用

す
る
予
定
だ
っ
た
の
で
新

庁
舎
建
設
工
事
に
事
業
費

増
な
ど
の
影
響
が
出
た
。

問
　
そ
も
そ
も
、
今
回
の

事
案
は
政
治
倫
理
条
例
に

違
反
し
、
請
負
契
約
を
辞

退
す
べ
き
場
合
に
該
当
す

る
か
否
か
。
水
俣
市
の
見

解
は
い
か
が
か

答　

建
設
工
事
共
同
企
業

体
い
わ
ゆ
る
Ｊ
Ｖ
は
民
法

第
６
６
７
条
の｢

組
合｣

に
あ
た
り
、
構
成
員
全
て

が
契
約
の
相
手
方
と
な
る

者
で
あ
り
、
対
象
と
な
っ

た
個
人
は
、
会
社
の
経
営

に
携
わ
る
役
員
に
は
該
当

し
な
い
こ
と
か
ら
条
例
に

抵
触
す
る
恐
れ
は
な
い
と

認
識
し
て
い
る
。

問
　
本
構
想
が
策
定
さ
れ

た
経
緯
は

答　

平
成
22
年
に
産
業
団

地
内
で
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
を
実
施
す
る
検
討
が

始
ま
っ
た
時
、
道
路
の
幅

が
狭
い
な
ど
の
課
題
が
見

つ
か
り
、
発
電
所
建
設
は

９
月
議
会
で
否
決
さ
れ

た
水
俣
市
文
化
会
館
空

調
設
備
改
修
工
事
に
関

す
る
工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
助
成
拡

大
に
つ
い
て

み
な
く
る
バ
ス

停
と
仮
庁
舎
の

ア
ク
セ
ス
の
悪

さ
に
つ
い
て

水
俣
川
河
口
臨
海
部

振
興
構
想
に
つ
い
て

谷口　明弘  議員

（真志会）

インフルエンザ予防接種の
　　　　　　　　助成拡大を

頓
挫
し
た
。
そ
の
後
、
国

交
省
か
ら
西
回
り
自
動
車

道
の
建
設
残
土
の
受
け
入

れ
依
頼
が
あ
り
、
平
成
28

年
に
、
沿
岸
部
を
埋
め
立

て
て
、
産
業
団
地
用
の
土

地
の
造
成
、
漁
業
振
興
の

た
め
の
藻
場
の
整
備
を
行

う
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

Ｊ
Ｎ
Ｃ
に
は
、
建
設
残
土

の
仮
置
き
場
と
し
て
隣
接

地
を
無
償
で
提
供
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。

問
　
一
部
議
員
か
ら
、
Ｊ

Ｎ
Ｃ
ま
た
は
チ
ッ
ソ
に
事

業
負
担
金
を
徴
収
す
る
べ

き
と
の
主
張
が
あ
る
が
、

ど
う
考
え
る
か

答　

そ
も
そ
も
、
産
業
振

興
の
た
め
の
土
地
の
造
成

が
主
目
的
で
あ
る
た
め
、

負
担
金
を
徴
収
す
る
べ
き

法
令
は
存
在
し
な
い
し
、

求
め
る
予
定
は
無
い
。

問
　
旧
庁
舎
の
解
体
が
始

ま
る
と
、
現
在
の
バ
ス
停

は
休
止
さ
れ
る
と
聞
い
た
。

今
以
上
に
、
来
庁
者
に
は

不
便
に
な
る
が
、
手
立
て

は
無
い
の
か

答　

工
事
が
始
ま
れ
ば
３

年
近
く
、
バ
ス
停
が
無
い

状
態
に
な
る
の
で
、
利
用

状
況
を
調
査
し
て
、
送
迎

な
ど
の
手
法
を
検
討
し
た

い
。

問
　
水
俣
市
で
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
受

け
る
の
は
、
出
水
市
や
津

奈
木
町
と
比
べ
る
と
高
い

と
聞
い
た
。
近
隣
自
治
体

並
み
に
助
成
を
拡
大
す
る

考
え
は
な
い
か

答　

市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

に
掲
げ
た
子
育
て
支
援
に

も
合
致
す
る
事
業
な
の
で
、

高
校
３
年
生
ま
で
助
成
枠

を
拡
大
し
、
更
に
、
18
歳

ま
で
無
料
と
す
る
こ
と
を

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。
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問
　
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
及
び
Ｊ
Ｎ
Ｃ（
株
）

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
庁
舎
に
供
給
す
る
実
証

試
験
の
進
捗
状
況
は

答　

安
定
的
に
供
給
さ
れ

て
い
る
。
電
気
代
は
６
．

５
％
安
く
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減

も
目
標
を
十
分
ク
リ
ア
し

た
。

問
　
今
後
の
市
長
の
ビ

ジ
ョ
ン
は

答　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
を
進
め
、
さ
ら
に
Ｃ

Ｏ
２
削
減
を
め
ざ
す
。
新

会
社
設
立
も
検
討
す
る
。

問
　
環
境
省
の
調
査
で
、

水
俣
か
ら
は
、
85
億
円
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
代
金
が
域
外

に
流
出
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
る
。
全
国
初

の
自
治
体
運
営
の
電
力

会
社
で
あ
る
み
や
ま
ス

マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー（
株
）

は
、
３
年
目
に
単
年
度
収

支
を
黒
字
化
し
、
現
在
は

電
力
部
門
で
稼
ぎ
、
そ
の

利
益
を
地
域
交
通
網
な
ど

赤
字
部
門
に
充
て
る
ド
イ

ツ
の
シ
ュ
タ
ッ
ト
ベ
ル
ケ

（
公
社
の
意
）
の
手
法
を

研
究
し
よ
う
と
自
治
体
間

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
呼
び

か
け
て
い
る
。
水
俣
の
参

考
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

今
後
庁
内
に
研
究
チ
ー
ム

を
つ
く
り
、
市
民
向
け
の

勉
強
会
も
た
く
さ
ん
行
い
、

水
俣
に
最
大
の
メ
リ
ッ
ト

を
も
た
ら
す
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
の
あ
り
方
を
研
究
す

べ
き
と
思
う
が
い
か
が
か

答　

み
や
ま
ス
マ
ー
ト
エ

ネ
ル
ギ
ー（
株
）は
、
累
積

債
務
を
抱
え
て
お
り
本
市

の
参
考
に
は
な
ら
な
い
。

今
後
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
研
究
し
て

い
く
。

問
　
実
施
時
期
は

答　

来
年
の
４
月
か
ら
の

実
施
を
検
討
し
て
い
る
。

問
　
子
育
て
世
代
に
と
っ

て
朗
報
だ
。
熊
本
県
の
助

成
拡
充
は
要
望
さ
れ
た
か

答　

熊
本
県
都
市
財
政
課

長
会
議
で
提
案
し
、
市
長

会
で
取
り
ま
と
め
ら
れ
る
。

問
　
県
が
就
学
前
ま
で
助

成
す
る
と
市
の
負
担
は
ど

れ
く
ら
い
軽
減
さ
れ
る
か

答　

３
０
０
万
円
の
補
助

の
増
額
が
見
込
ま
れ
る
。

再生可能エネルギーの
　　地産地消で地域振興を

問
　
10
月
か
ら
の
基
準
見

直
し
で
就
学
援
助
金
支
給

の
対
象
か
ら
外
れ
る
人
は

出
て
く
る
の
か

答　

可
能
性
と
し
て
は
あ

り
う
る
。

問
　
市
は
ど
う
対
応
す
る

の
か

答　

今
年
度
は
据
え
置
く

が
、
来
年
度
の
こ
と
は
検

討
中
だ
。

問
　
将
来
的
に
も
対
象
を

狭
め
な
い
で
も
ら
い
た
い

答　

制
度
の
重
要
性
は
理

解
し
て
い
る
。
他
の
自
治

体
と
財
政
状
況
を
見
な
が

ら
検
討
す
る
。

水
俣
市
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
に

つ
い
て

生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ
の
影
響

と
低
所
得
者
対
策
に
つ
い
て

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
低
減
に
向
け
た

新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

高
校
生
ま
で
の

医
療
費
無
料
化
に
つ
い
て

髙岡　朱美  議員

（日本共産党）

問
　
海
洋
に
廃
棄
さ
れ
た

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
が
大

問
題
に
な
っ
て
い
る
。
水

俣
は
減
量
化
の
様
々
な
取

り
組
み
を
し
て
き
た
が
、

廃
プ
ラ
回
収
量
は
増
え
て

い
る
。
な
ぜ
か

答　

事
業
者
の
分
別
を
徹

底
し
た
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
増
加
原
因
は
わ
か
ら
な

い
。

問
　
生
産
量
が
増
え
過
ぎ

て
い
る
。
自
治
体
か
ら
生

産
者
の
排
出
責
任
を
求
め

る
必
要
が
あ
る
の
で
は

答　

国
の
動
向
を
み
て
い

く
。
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Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
水
俣
市

農
業
へ
の
影
響
と

対
策
に
つ
い
て

小
学
校
部
活
動
の

社
会
体
育
へ
の
移
行

問
　
輸
入
品
が
増
え
農
産

物
の
価
格
低
下
が
予
想
さ

れ
る
が
、
影
響
と
対
策
は

答　

市
独
自
の
試
算
は
困

難
だ
が
、
農
産
物
の
価
格

低
下
と
生
産
量
の
減
少
が

懸
念
さ
れ
る
。
対
策
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
さ

ま
ざ
ま
な
農
業
振
興
策
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後

も
持
続
可
能
な
農
業
を
推

進
す
る
た
め
、
農
業
基
盤

の
整
備
な
ど
地
域
農
業
の

振
興
を
図
っ
て
い
く
。

問
　
臨
時
的
任
用
教
員
は

不
足
し
て
い
な
い
か

答　

３
人
不
足
し
て
お
り

県
教
委
と
も
連
携
し
て
人

材
を
探
し
て
い
る
。

問
　
勤
務
時
間
の
客
観
的

把
握
の
た
め
に
導
入
さ
れ

た
バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

が
、
不
適
切
に
使
わ
れ
て

い
る
例
を
聞
い
た
。
正
確

な
報
告
の
た
め
の
指
導
を

答　

校
長
会
議
や
教
頭
等

研
修
会
、
学
校
訪
問
等
で

繰
り
返
し
指
導
し
て
い
る
。

今
後
と
も
教
職
員
が
生
き

生
き
と
働
け
る
環
境
整
備

を
進
め
て
い
く
。

水
俣
病
問
題
に
つ
い
て

新物産館
　来年度には計画を提示

問
　
夏
休
み
中
、
中
学
校

で
は
部
活
動
と
陸
上
の
練

習
で
、
合
わ
せ
て
４
時
間

の
活
動
を
し
て
い
る
が
、

市
の
認
識
は
ど
う
か

答　

県
の
指
針
で
示
し
て

い
る
３
時
間
以
内
に
は
、

陸
上
の
練
習
は
含
ま
な
い

と
い
う
認
識
だ
。
し
か
し

生
徒
の
過
重
負
担
と
な
ら

な
い
よ
う
、
午
前
か
午
後

半
日
を
休
む
こ
と
を
申
し

合
わ
せ
て
い
る
。

問
　
現
在
の
進
捗
状
況
は

答　

19
の
部
活
動
の
う
ち

７
つ
が
既
に
社
会
体
育
に

移
行
し
て
い
る
。
指
導
者

も
確
保
で
き
て
い
る
。
新

し
く
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
も
ク

ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
る
予
定

で
、
今
後
活
動
の
受
け
皿

は
広
が
る
も
の
と
考
え
る
。

問
　
公
害
認
定
か
ら
50
年

が
経
つ
が
、
現
状
認
識
は

答　

水
俣
病
問
題
が
解
決

し
た
と
は
言
え
な
い
状
況

で
あ
る
。
引
き
続
き
国
・

県
に
解
決
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
て
い
き
た
い
。

問
　
被
害
者
自
身
が
声
を

上
げ
続
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
を
ど
う
思
う
か

答　

政
治
解
決
や
特
措
法

な
ど
の
救
済
制
度
は
、
被

害
者
自
身
の
行
動
が
大
き

な
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
が

行
政
も
真
摯
に
取
り
組
ん

だ
結
果
だ
と
の
認
識
だ
。

問
　
市
長
は
加
害
の
側
、

差
別
の
側
に
は
立
た
な
い

と
判
断
し
て
い
い
か

答　

被
害
者
の
救
済
に
つ

い
て
は
、
当
事
者
で
あ
る

被
害
者
の
声
に
耳
を
傾
け

国
・
県
等
に
よ
る
救
済
が

進
む
よ
う
取
り
組
む
。
市

政
に
お
い
て
は
被
害
者
を

含
む
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
に

軸
足
を
置
い
た
行
政
運
営

を
行
な
っ
て
い
く
。

問
　
水
俣
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
開
通
を
見
据
え
て
の

海
の
駅
構
想
は
見
直
し
と

な
っ
た
が
物
産
館
の
整
備

は
ど
の
程
度
検
討
さ
れ
て

い
る
の
か

答　

建
設
場
所
や
事
業
費

等
、
関
係
機
関
と
の
協
議

や
他
市
の
物
産
館
を
視
察

す
る
な
ど
、
検
討
し
て
い

る
。
来
年
度
中
に
は
整
備

計
画
を
含
め
て
、
方
向
性

を
提
示
で
き
る
と
思
う
。

田中　睦  議員

（無限21）

観
光
振
興
に
つ
い
て

学

校

教

育

問

題
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問
　
９
月
議
会
に
お
い
て

条
例
に
抵
触
す
る
恐
れ
が

あ
る
と
い
う
事
で
否
決
さ

れ
た
が
、
契
約
手
続
き
に

お
い
て
、
市
と
し
て
の
見

解
は

答　

水
俣
市
政
治
倫
理
条

例
に
つ
い
て
は
、
市
と
し

て
も
、
そ
の
目
的
や
公
共

工
事
等
に
関
す
る
遵
守
事

項
等
を
深
く
認
識
し
て
い

る
。
本
工
事
の
契
約
手
続

き
に
つ
い
て
は
、「
議
員

又
は
議
員
の
配
偶
者
若
し

く
は
二
親
等
以
内
の
親
族

が
役
員
を
し
て
い
る
企
業

及
び
議
員
が
実
質
的
に
経

営
に
携
わ
る
企
業
」
は
存

在
し
て
お
ら
ず
、
条
例
に

抵
触
す
る
恐
れ
は
な
い
と

の
認
識
の
も
と
契
約
手
続

き
を
行
っ
た
。

問
　
建
設
工
事
共
同
企
業

体
協
定
書
の
第
６
条
に
あ

る
代
表
者
と
は
、
個
人
を

指
し
て
い
る
の
か

答　

代
表
者
と
は
会
社
自

体
を
指
し
て
お
り
、
個
人

を
指
す
も
の
で
は
な
い
。

問
　
国
土
交
通
省
の
中
央

建
設
業
審
議
会
で
作
ら
れ

た
個
別
準
則
で
は
、
代
表

者
は
個
人
で
は
な
く
会
社

自
体
で
あ
る
と
、
は
っ
き

り
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

水
俣
市
も
国
土
交
通
省
の

ル
ー
ル
に
の
っ
と
っ
て
契

約
手
続
き
を
行
っ
て
お
り
、

条
例
違
反
は
な
か
っ
た
事

が
判
明
。
し
か
し
、
誤
っ

た
判
断
で
工
事
請
負
契
約

が
否
決
さ
れ
た
が
、
こ
れ

に
伴
う
影
響
は
ど
う
か

答　

一
点
目
、
機
械
設
備

工
事
に
係
る
予
定
価
格
が

１
３
９
万
２
千
１
２
０
円

の
増
額
。
二
点
目
、
契
約

済
の
建
築
・
電
気
設
備
の

工
事
単
価
の
見
直
し
に
係

る
契
約
金
額
の
変
更
や
工

期
延
長
に
係
る
必
要
経
費

の
算
定
、
工
事
延
期
に
係

る
追
加
費
用
の
発
生
が
見

込
ま
れ
る
。
三
点
目
、
文

化
会
館
を
利
用
い
た
だ
い

て
い
る
団
体
へ
の
影
響
。

四
点
目
、
市
制
70
周
年
の

関
係
行
事
や
自
主
文
化
事

業
の
開
催
予
定
日
や
内
容

の
変
更
。
五
点
目
、
新
庁

舎
建
設
工
事
へ
の
影
響
が

あ
る
。
旧
庁
舎
の
空
調
設

備
の
一
部
の
再
利
用
を
予

定
し
て
お
り
、
解
体
工
事

に
係
る
実
施
設
計
の
中
で

若
干
事
業
費
が
増
加
し
て

い
る
状
況
に
あ
る
。

水
俣
市
文
化
会
館

空
調
設
備
改
修
工

事
（
機
械
設
備
）

の
工
事
請
負
契
約

水
俣
市
の
地
域
公
共
交
通

健

康

増

進

と

ま

ち

づ

く

り

国のルールに則した契約が、９月議会で
否決されたため市民サービスに深刻な影響

桑原　一知  議員

（真志会）

問
　
水
俣
市
の
公
共
交
通

の
現
状
と
課
題
は
な
に
か

答　

本
市
の
公
共
交
通
の

現
状
と
し
て
、
路
線
バ
ス
、

み
な
く
る
バ
ス
、
乗
合
タ

ク
シ
ー
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
一
般
混
乗
を
運
行
し
て

お
り
、
水
俣
市
の
ほ
ぼ
全

域
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。

課
題
は
利
用
者
が
減
少
傾

向
に
あ
る
こ
と
や
、
人
件

費
や
バ
ス
事
業
者
へ
の
欠

損
補
助
額
も
年
々
増
加
し

て
い
る
事
が
課
題
で
あ
り
、

運
行
内
容
等
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

問
　
デ
マ
ン
ド
型
交
通
の

導
入
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か

答　

水
俣
市
地
域
公
共
交

通
網
形
成
計
画
の
次
期
計

画
に
改
め
る
際
に
は
、
水

俣
市
の
公
共
交
通
の
在
り

方
と
し
て
、
デ
マ
ン
ド
型

交
通
を
導
入
す
べ
き
か
も

含
め
て
検
討
す
る
。

問
　
水
俣
市
の
医
療
費
の

現
状
は

答　

平
成
29
年
度
国
民
健

康
保
険
が
、
約
35
億
5
千

３
５
７
万
円
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
が
、
約

52
億
7
千
８
５
９
万
円
で

あ
り
、
県
下
で
も
高
い
水

準
で
あ
る
。

問
　
健
康
づ
く
り
に
向
け

た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
提

供
す
る
取
り
組
み
だ
が
、

本
市
商
店
街
の
ポ
イ
ン
ト

事
業
と
の
連
携
予
定
は

答　

市
内
の
商
店
街
、
飲

食
店
等
多
く
の
場
所
で
ポ

イ
ン
ト
が
利
用
で
き
、
地

域
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
よ
う
な
取
り
組
み
を
検

討
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
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問
　
市
民
の
利
便
性
に
向

け
て
の
取
り
組
み
は

答　

市
民
課
で
は
、
各
種

証
明
書
の
請
求
書
や
、
転

入
・
転
出
等
の
住
民
異
動

届
出
様
式
の
一
元
化
・
簡

素
化
に
努
め
て
い
る
。
税

務
課
で
は
、
各
種
請
求
書

を
１
枚
に
集
約
。
市
民
の

皆
様
の
移
動
を
伴
わ
な
い

よ
う
職
員
が
持
ち
回
り
で

対
応
し
て
い
る
。

問
　
新
庁
舎
建
設
に
併
せ

て
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
総
合
窓
口
を
実
現
で

き
な
い
か

答　

基
本
設
計
の
中
で
検

討
を
進
め
て
い
る
。
具
体

的
に
本
市
の
実
情
に
即
し

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

総
合
窓
口
に
つ
い
て

ウ
ォ
ー
タ
ー
ク
ー
ラ
ー
に
つ
い
て

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

予防医療対策で
　　　　市民の安心、安全を

た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

問
　
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
総
合
窓
口
の
必
要
性

は答　

高
齢
化
が
進
む
本
市

に
と
っ
て
、
住
民
の
方
々

に
負
担
が
少
な
い
、
分
か

り
や
す
い
、
利
便
性
の
高

い
窓
口
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

で
き
る
よ
う
、
新
庁
舎
建

設
に
向
け
、
最
適
な
利
活

用
を
検
討
し
た
い
。

問
　
熱
中
症
予
防
対
策
で

は
直
腸
を
冷
や
す
事
が
大

事
で
あ
る
。
そ
の
効
果
温

度
は
５
度
か
ら
15
度
で
あ

り
、
常
時
保
っ
て
供
給
で

き
る
装
置
が
ウ
ォ
ー
タ
ー

ク
ー
ラ
ー
で
あ
る
。
平
成

33
年
度
に
新
庁
舎
建
設
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
バ

リ
ア
フ
リ
ー
タ
イ
プ
の

ウ
ォ
ー
タ
ー
ク
ー
ラ
ー
は

必
要
と
思
う
が

答　

今
後
の
実
施
設
計
の

中
で
検
討
す
る
。

問
　
教
育
施
設
の
熱
中
症

対
策
と
今
後
の
取
り
組
み

は答　

水
筒
の
持
参
・
こ
ま

牧下　恭之  議員

（公明党）

問
　
定
期
接
種
の
状
況
は

答　

平
成
29
年
度
は
対
象

者
数
２
，１
４
２
人
、
接

種
者
数
８
５
５
人
、
接
種

率
39
・
９
％
で
あ
る
。

問
　
65
歳
以
上
の
肺
炎
に

よ
る
死
亡
者
数
は

答　

平
成
27
年
68
人
、
平

成
28
年
57
人
、
平
成
29
年

は
72
人
で
あ
る
。

問
　
接
種
率
の
評
価
は

答　

低
い
状
況
に
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

問
　
未
接
種
者
へ
ハ
ガ
キ

に
よ
る
個
別
通
知
で
、
再

勧
奨
を
す
る
べ
き
で
は

答　

経
過
措
置
の
最
後
の

年
で
あ
り
、
市
広
報
紙
で

特
集
を
組
み
、
未
接
種
者

へ
の
再
勧
奨
を
行
う
。
来

年
度
か
ら
は
、
65
歳
が
対

象
者
と
な
る
の
で
、
個
別

通
知
で
接
種
勧
奨
を
行
い
、

接
種
率
の
向
上
に
努
め
る
。

め
な
水
分
補
給
・
帽
子
の

着
用
・
高
温
時
の
屋
外
活

動
中
止
及
び
延
期
に
配
慮

し
て
い
る
。
来
年
度
、
市

内
全
小
中
学
校
に
エ
ア
コ

ン
を
設
置
す
る
予
定
で
あ

り
、
エ
ア
コ
ン
設
置
後
の
状

況
を
把
握
し
た
上
で
、
必

要
性
に
応
じ
て
検
討
す
る
。
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問
　
９
月
議
会
で
工
事
請

負
契
約
が
賛
成
少
数
で
否

決
さ
れ
た
が
、
行
政
執
行

や
市
民
生
活
等
へ
の
影
響

は
発
生
し
て
い
な
い
か

答　

再
入
札
に
伴
う
費
用

増
額
や
建
築
、
電
気
設
備

も
契
約
変
更
と
な
り
費
用

増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
来

年
度
迎
え
る
市
制
施
行
70

周
年
の
日
程
調
整
、
旧
庁

舎
の
一
部
設
備
を
再
利
用

す
る
予
定
の
た
め
、
旧
庁

舎
の
解
体
工
事
に
係
る
実

施
設
計
の
中
で
事
業
費
が

増
加
し
て
い
る
。
市
民
へ

の
影
響
で
は
、
閉
館
期
間

が
８
月
ま
で
延
長
す
る
た

水
俣
市
文
化
会
館

空
調
設
備
改
修
工
事

（
機
械
設
備
）

め
、
既
に
予
約
が
あ
る
団

体
等
へ
行
事
日
程
の
変
更

等
を
お
願
い
す
る
必
要
が

発
生
し
て
い
る
。

問
　
建
設
工
事
共
同
企
業

体
（
Ｊ
Ｖ
）
協
定
書
で
い

う
代
表
者
と
は
何
を
指
す

の
か

答　
Ｊ
Ｖ
構
成
員
の
う
ち

代
表
企
業
で
あ
る
飯
塚
電

機
工
業
株
式
会
社
を
指
し

て
お
り
、
個
人
を
指
す
も

の
で
は
な
い
。

問
　
否
決
さ
れ
た
主
な
理

由
が
、
水
俣
市
政
治
倫
理

条
例
へ
抵
触
す
る
恐
れ
が

あ
る
等
の
反
対
意
見
が
示

さ
れ
た
が
、
市
の
見
解
は

答　

会
社
法
及
び
Ｊ
Ｖ
代

表
会
社
登
記
簿
等
に
よ
り

水
俣
営
業
所
長
は
役
員
に

は
該
当
し
な
い
た
め
、
条

例
に
抵
触
す
る
恐
れ
は
な

い
と
の
認
識
で
あ
る
。

問
　
本
市
の
顧
問
弁
護
士

の
見
解
は

答　
Ｊ
Ｖ
代
表
会
社
の
水

俣
営
業
所
長
は
役
員
に
該

当
せ
ず
、
商
法
に
基
づ
い

た
営
業
に
関
し
て
単
な
る

代
理
人
に
過
ぎ
な
い
と
の

見
解
で
あ
っ
た
。

問
　
議
会
及
び
行
政
が
、

法
令
や
条
例
を
ね
じ
曲
げ

て
解
釈
す
べ
き
で
は
な
い
。

９
月
議
会
で
の
否
決
は
誤

り
で
あ
り
、
今
後
の
前
例

と
す
べ
き
で
は
な
い
と
思

う
が
、
ど
う
か

答　

今
後
も
法
令
や
条
例

等
に
基
づ
い
て
、
適
正
な

事
務
の
執
行
に
努
め
る
。

問
　
市
民
説
明
会
を
実
施

し
た
目
的
は

答　

法
律
等
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
な
い
が
、
今
後

長
期
に
わ
た
る
事
業
の
た

め
、
事
業
の
目
的
及
び
内

容
等
を
市
民
に
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
実
施
し
た
。

問
　
産
業
用
地
を
確
保
す

る
た
め
の
本
事
業
は
、
い

つ
、
誰
が
判
断
し
た
の
か

答　

最
終
的
に
は
平
成
27

年
末
に
、
当
時
の
市
長

９月の工事請負契約の否決により
再入札だけでも140万円の新たな
費用増加等、多大な影響が発生

（
前
西
田
市
長
）
が
判
断

し
た
。

問
　
平
成
28
年
12
月
末
以

降
に
実
施
さ
れ
た
水
俣
市

民
意
識
調
査
で
、
本
市
の

経
済
や
雇
用
状
況
等
の
結

果
は

答　

本
市
周
辺
の
経
済
の

印
象
を
「
下
向
き
」「
非

常
に
下
向
き
」
と
答
え
た

世
帯
が
60
・
６
％
、
本
市

周
辺
の
雇
用
状
況
の
印
象

を
「
不
足
」「
非
常
に
不

足
」
と
答
え
た
世
帯
が

68
・
１
％
と
い
う
結
果
で

あ
っ
た
。

問
　
漁
業
従
事
者
の
受
け

止
め
方
は
ど
う
か

答　

藻
場
や
干
潟
を
造
成

し
て
豊
か
な
海
に
寄
与
す

る
こ
と
や
丸
島
漁
港
の
振

興
に
つ
な
が
る
事
業
で
あ

る
と
賛
同
さ
れ
、
平
成
28

年
12
月
に
当
時
の
市
長

（
前
西
田
市
長
）
へ
要
望

書
及
び
同
意
書
を
提
出
さ

れ
た
。
こ
れ
は
、
今
の
若

い
漁
業
従
事
者
や
子
ど
も

た
ち
が
海
に
親
し
む
た
め

の
財
産
を
残
そ
う
と
い
う

漁
業
組
合
員
の
強
い
気
持

ち
や
意
見
が
あ
っ
た
と

伺
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、

平
成
29
年
２
月
に
早
期
実

現
と
水
産
業
振
興
促
進
事

業
支
援
の
陳
情
書
が
市
議

会
議
長
へ
提
出
さ
れ
た
。

問
　
今
後
は
本
市
の
振
興

に
寄
与
す
る
た
め
に
も
、

国
や
県
と
の
連
携
が
大
切

と
思
う
が
、
ど
う
か

答　

事
業
の
推
進
に
向
け

陳
情
・
要
望
等
を
行
い
着

実
な
進
捗
を
図
り
た
い
。

小路　貴紀  議員

（水進会）

水
俣
川
河
口
臨
海

部
振
興
構
想
事
業

※
こ
の
他
に
も

○
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た

本
市
の
活
性
化
（
西
回
り

自
動
車
道
水
俣
Ｉ
Ｃ
開
通

を
記
念
し
た
新
た
な
イ
ベ

ン
ト
等
）

○
水
道
料
金
の
支
払
い
方

法
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
）

○
ス
ポ
ー
ツ
キ
ッ
ズ
サ

ポ
ー
タ
ー
基
金

○
小
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置

○
水
俣
市
消
防
団
応
援
の

店に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
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国
民
健
康
保
険

に
つ
い
て

問
　
国
保
世
帯
の
所
得
は

こ
の
25
年
間
に
半
分
に

減
っ
て
い
る
。
一
方
国
保

税
は
平
均
す
る
と
１
年

間
に
６
．５
万
円
か
ら
９
．

４
万
円
に
あ
が
っ
て
い
る
。

水
俣
市
で
も
１
３
９
世
帯

は
保
険
税
が
納
め
ら
れ
ず

短
期
保
険
証
に
な
り
、
そ

の
短
期
保
険
証
も
お
金
が

な
い
の
で
受
け
取
れ
な
い

世
帯
も
あ
る
。
こ
の
現
実

に
市
長
の
心
は
痛
ま
な
い

か答　

評
価
は
差
し
控
え
る

問
　
保
険
税
が
高
く
な
っ

た
根
本
原
因
は
自
民
党
政

府
が
１
９
８
４
年
か
ら
国

の
負
担
分
を
減
ら
し
た
た

め
だ
。
全
国
知
事
会
や
市

長
会
は
１
人
当
た
り
の
負

担
率
を
協
会
健
保
並
み
に

す
る
よ
う
求
め
、
国
に

１
兆
円
の
負
担
増
を
要
求

し
て
い
る
。
本
市
か
ら
も

働
き
か
け
て
は
ど
う
か
。

同
時
に
市
独
自
の
軽
減
策

と
し
て
江
戸
時
代
の
徴
税

方
法
（
人
頭
税
）
の
名
残

と
も
い
え
る
平
等
割
を
や

め
て
は
ど
う
か

答　

全
国
市
長
会
の
要
求

な
の
で
働
き
か
け
る
。
徴

税
方
法
を
変
え
る
つ
も
り

は
な
い
。

問
　
水
俣
市
に
は
水
俣
病

被
害
地
域
に
対
す
る
特
別

調
整
交
付
金
が
来
て
い
る

が
、
予
定
額
を
満
た
し
て

い
な
い
。
残
り
は
い
く
ら

か
。
満
額
出
す
よ
う
市
長

か
ら
厚
労
省
に
働
き
か
け

る
べ
き
で
は
な
い
か

答　

国
の
未
払
い
分
は
５
，

９
０
０
万
円
で
あ
る
。
全

額
出
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
要
請
す
る
。

水
俣
川
河
口
臨
海
部
振
興
構
想
に
つ
い
て

江戸時代の徴収方法を
改めれば国保税は安くなる

野中　重男  議員

（日本共産党）

問
　
総
工
事
費
34
億
円
、

借
金
24
億
円
。
こ
の
数
字

を
出
し
た
の
は
市
長
だ
。

な
ぜ
市
民
説
明
会
に
自
ら

出
席
し
、
説
明
し
な
か
っ

た
の
か
。
ま
た
、
会
場
で

資
料
が
配
ら
れ
ず
環
境
影

響
評
価
図
書
が
で
き
て
か

ら
説
明
会
は
す
る
と
言
っ

て
い
た
の
に
そ
の
内
容
を

詳
し
く
説
明
し
な
い
の
は

な
ぜ
か

答　

今
回
は
、
事
業
説
明

が
目
的
で
あ
り
、
担
当
部

署
が
行
っ
た
。
ま
た
西
田

前
市
長
が
地
域
懇
談
会
で

説
明
し
て
い
る
の
で
市
民

は
十
分
理
解
さ
れ
て
い
る

と
思
う
。
資
料
に
は
一
部

著
作
権
が
あ
っ
た
た
め
配

布
し
な
か
っ
た
。
環
境
影

響
図
書
結
果
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
及
び
縦
覧
で
公
開

す
る
。

問
　
著
作
権
が
あ
る
も
の

を
外
し
、
出
せ
ば
い
い
。

ま
た
、
予
算
は
6
月
議
会

で
髙
岡
市
長
が
初
め
て
出

し
た
。
説
明
す
る
の
は
当

然
で
は
な
い
か

答　

市
報
で
説
明
す
る
。

問
　
生
物
調
査
を
し
た
と

答
弁
が
あ
っ
た
。
議
会
に

提
出
を
求
め
る
。
水
銀
な

ど
も
含
め
す
べ
て
の
調
査

を
す
べ
き
で
は
な
い
か

答　

生
物
調
査
は
出
す
が

水
銀
調
査
は
行
わ
な
い
。

問
　
産
業
振
興
に
は
土
地

が
な
い
と
言
う
が
、
製
造

業
の
就
労
人
口
は
20
年
間

で
１
，
５
０
０
人
減
っ
て

い
る
。
Ｊ
Ｎ
Ｃ
の
工
場
内

に
は
空
き
地
は
な
い
の
か

尋
ね
て
産
業
を
起
こ
し
て

も
ら
え
ば
ど
う
か

答　

聞
い
て
み
る
。

※
こ
の
他
に
も

　

市
の
財
政
事
情
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。
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問
　
こ
の
事
業
を
推
進
す

る
こ
と
で
の
水
俣
市
へ
の

メ
リ
ッ
ト
は
ど
の
よ
う
な

も
の
が
予
想
さ
れ
る
の
か

答　

市
道
築
地
・
丸
島
町

線
等
の
改
良
に
よ
り
、
丸

島
新
港
及
び
産
業
団
地
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
改
善
、
南

九
州
西
回
り
自
動
車
道
の

建
設
発
生
土
を
有
効
活
用

し
、
新
た
な
土
地
を
造
成
、

そ
の
土
地
で
企
業
誘
致
や

産
業
の
活
性
化
を
図
り
、

新
た
な
雇
用
の
創
出
、
埋

立
地
の
護
岸
部
分
を
生
態

系
に
配
慮
し
た
護
岸
構
造

と
し
、
水
産
業
の
活
性
化

が
見
込
ま
れ
る
。

問
　
本
格
的
な
工
事
に
着

水
俣
川
河
口
臨
海
部

振
興
構
想
に
つ
い
て

手
す
る
の
は
い
つ
か
ら
か
、

ま
た
今
後
の
事
業
計
画
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か

答　
こ
の
事
業
は
、
大
き

く
臨
海
部
、
河
口
部
、
現

道
部
の
３
つ
の
エ
リ
ア

で
構
成
さ
れ
、
臨
海
部

は
埋
立
免
許
取
得
後
、

２
０
１
９
年
の
夏
ご
ろ
か

ら
工
事
に
着
手
そ
の
後
、

河
口
部
、
現
道
部
と
進
め

て
行
き
、
２
０
３
２
年
度

ま
で
に
整
備
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問
　
整
備
さ
れ
る
埋
立
地

は
、
企
業
誘
致
の
た
め
に

活
用
す
る
の
か

答　

埋
め
立
て
た
土
地
の

う
ち
、
約
３
ha
は
産
業
団

地
と
一
体
的
に
造
成
し
、

企
業
誘
致
の
た
め
の
土
地

と
し
て
活
用
す
る
。

問
　
湯
の
児
温
泉
、
湯
の

鶴
温
泉
の
入
込
客
数
の
推

９月議会で議案否決された市文化
会館改修工事にて市民の皆様へ多
大な迷惑と不利益が生じた

移
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か

答　

過
去
５
年
間
の
推
移

は
、
年
平
均
で
湯
の
児
温

泉
11
万
人
台
、
湯
の
鶴
温

泉
３
万
人
台
で
あ
る
。

問
　
旧
山
海
館
に
つ
い
て
、

何
か
進
展
は
あ
っ
て
い
る

の
か

答　

債
権
管
理
人
に
よ
り

跡
地
活
用
に
つ
い
て
協
議

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
具

体
化
は
し
て
い
な
い
。

問
　
湯
の
鶴
温
泉
保
健
セ
ン

タ
ー
「
ほ
た
る
の
湯
」
の
湯

舟
を
広
げ
た
り
サ
ウ
ナ
を
作

る
こ
と
は
出
来
な
い
か

答　

管
理
面
の
問
題
や
、

入
浴
料
金
等
の
問
題
に
加

え
、
国
・
県
が
負
担
す
る

「
環
境
首
都
」
水
俣
・
芦

北
地
域
創
造
事
業
の
補
助

金
を
財
源
と
し
て
、
改
修
工

事
を
行
っ
た
ば
か
り
の
箇

所
を
再
改
修
す
る
の
は
補

助
金
の
返
還
に
つ
な
が
り

か
ね
な
い
の
で
現
時
点
で

は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

文
化
会
館
の
改
修
工
事
に
つ
い
て

問
　
交
流
人
口
を
増
や
す

た
め
の
施
策
と
し
て
、
今

後
ど
の
よ
う
な
事
が
考
え

ら
れ
る
と
思
う
か

答　
湯
の
児
、
湯
の
鶴
で
の

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
、
温
泉

や
グ
ル
メ
を
あ
わ
せ
て
、
新

た
な
旅
行
商
品
と
し
都
市
圏

の
若
者
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

Ｐ
Ｒ
動
画
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信

す
る
な
ど
「
観
光
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事

業
」
の
推
進
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

問
　
９
月
議
会
で
否
決
さ

れ
た
が
、
そ
の
後
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
市
や
市
民
へ
の
影

響
は
何
か
出
て
い
る
の
か

答　
再
入
札
す
る
に
当
た

り
工
事
単
価
の
見
直
し
が

必
要
と
な
り
、
契
約
に
係
る

予
定
価
格
を
約
１
４
０
万

円
増
額
す
る
事
に
な
っ
た
。

そ
の
他
、
契
約
済
み
の
建

築
及
び
電
気
設
備
工
事
に

対
す
る
追
加
費
用
の
発
生
、

市
制
70
周
年
の
関
係
事
業
、

旧
庁
舎
の
空
調
設
備
の
一

部
を
再
利
用
す
る
た
め
新

庁
舎
建
替
え
へ
の
影
響
、
閉

館
期
間
の
３
カ
月
間
延
長

に
よ
り
文
化
会
館
を
利
用

さ
れ
る
市
民
、
団
体
へ
の

予
約
の
変
更
、
行
事
日
程

の
調
整
な
ど
５
点
の
影
響

が
出
て
い
る
。

問
　
こ
の
公
共
工
事
請
負
契

約
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
は

答　

私
ど
も
担
当
課
で
も

塩﨑　達朗  議員

（真志会）

湯
の
児
、
湯
の
鶴

の
観
光
に
つ
い
て

※
こ
の
他
に
も

　

「
防
災
に
つ
い
て
」
避

難
所
開
設
時
の
問
題
点
、

避
難
勧
告
等
の
発
令
基
準

に
つ
い
て
質
問
し
た
。

苦
労
し
色
ん
な
形
で
取
り

組
ん
で
き
た
。
市
民
の
皆

様
に
極
力
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
な
い
よ
う
な
形
で
対

応
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
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岩阪　雅文  議員

（政進クラブ）

問
　
初
恋
の
ま
ち
づ
く
り

は答　
初
恋
の
ま
ち
づ
く
り

は
３
年
間
の
実
施
で
完
了

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
活

用
方
策
に
つ
い
て
は
、
今
後

有
効
に
対
処
し
た
い
。
代

わ
り
の
商
店
街
振
興
策
に

つ
い
て
は
今
後
取
り
組
む
。

問
　
恋
路
島
の
利
活
用
策

は答　

今
後
貴
重
な
観
光
資

源
と
し
て
、
効
果
的
な
活

用
を
図
る
。

問
　
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事

業
は

答　

本
事
業
は
断
念
し
た
。

問
　
水
俣
病
犠
牲
者
慰
霊

式
に
つ
い
て
は
内
容
を
充
実

こ
れ
ま
で
の
施
策

に
対
す
る
考
え
は

ス
ポ
ー
ツ
行
政
は
後
退

第
６
次
総
合
計
画
に
お
け
る

水
俣
市
の
将
来
の
都
市
像
は

水俣の将来の都市像は
　医療福祉先進都市を目指すべき

問
　
市
長
の
目
指
す
ス

ポ
ー
ツ
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か

答　

ス
ポ
ー
ツ
で
明
る
い

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
（
次

世
代
育
成
）
の
推
進
で
あ

る
。
基
本
的
に
は
３
つ
の

柱
。
①
子
ど
も
の
ス
ポ
ー

ツ
体
制
を
支
え
る
体
制
づ

く
り
②
市
民
協
動
に
よ
る

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
。

③
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備

で
あ
る
。

問
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
で

「
市
町
村
教
育
委
員
会
は
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
関
す
る
計

画
を
定
め
る
。」
と
し
て
い

る
。
以
前
の
答
弁
で
は
水
俣

市
と
し
て
特
色
あ
る
計
画
づ

く
り
を
進
め
た
い
と
答
弁
し

て
お
り
、 

ス
ポ
ー
ツ
行
政
の

後
退
で
は
な
い
か

答　

努
力
義
務
で
あ
り
、

個
別
の
計
画
を
策
定
す
る

考
え
は
な
い
。

問
　
エ
コ
パ
ー
ク
陸
上
競

技
場
を
公
認
の
陸
上
競
技

場
と
し
て
４
種
認
定
を
目

指
す
べ
き
と
思
う
が
、
要

望
も
で
き
な
い
か

答　

県
の
施
設
で
、
県
が

決
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

要
望
も
な
い
。

問
　
こ
れ
ま
で
の
総
合
計

画
と
は
違
い
環
境
の
ネ
ー

ミ
ン
グ
が
な
い
と
思
う
が

い
か
が
か

答　

将
来
の
都
市
像
は
、

「
み
ん
な
が
幸
せ
を
感
じ

笑
顔
あ
ふ
れ
る
元
気
な

ま
ち
水
俣
」
と
し
、
６

つ
の
基
本
目
標
を
設
定
。

２
０
２
６
年
の
人
口
を

２
万
２
，５
０
０
人
と
設

定
し
て
い
る
。

問
　
人
口
減
は
地
域
の

経
済
、
活
力
の
減
退
に
つ

な
が
る
。
具
体
的
な
歯
止

め
を
す
べ
き
で
あ
る
。
水

俣
市
の
就
業
人
口
１
１
，

１
９
６
人
を
見
る
と
、
就

業
者
数
の
う
ち
２
３
．３
％

が
医
療
、
福
祉
の
従
事
者

で
今
後
も
増
加
の
傾
向
。

製
造
業
１
６
．
４
％
、
卸

小
売
り
業
１
４
．
８
％
と

減
少
傾
向
で
あ
る
。
産
業

構
造
が
劇
的
に
変
化
し
て

い
る
。
福
祉
先
進
都
市
づ

く
り
を
目
指
し
て
は

答　

医
療
・
福
祉
も
経
済

分
野
の
一
つ
と
し
て
発
展

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
る
。

問
　
地
域
別
計
画
を
策
定

し
、
住
民
自
ら
が
考
え
る

施
策
の
立
案
を
す
べ
き

答　

地
域
別
計
画
に
つ
い

し
な
が
ら
継
続
し
て
い
く
べ

き
と
思
う
が
い
か
が
か

て
は
市
内
を
い
く
つ
か
に

区
分
。
計
画
の
説
明
に
合

わ
せ
参
加
者
同
士
の
話
し

合
い
、
住
民
主
体
の
地
域

づ
く
り
を
支
援
す
る
。

答　

内
容
を
充
実
し
継
続

し
て
い
く
。
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南九州西回り自動車道芦北出水道路の現場視察を行いました

　11月12日、国土交通省八代河川国道事務所により、整備が進められている南九州西回り自動
車道芦北出水道路（延長２９．６ｋｍ）のうち、来年開通予定の津奈木・水俣間（延長５. ６ｋ
ｍ）の工事の現場視察会が実施され、区間内を移動しながら、工事の進捗状況や安全対策等につ
いて説明を受けました。
　本自動車道の整備によって、所要時間の短縮だけでなく、観光施設間のネットワーク強化や地
域の活性化、国道３号の渋滞緩和のほか、救急医療活動や物流の効率化支援、災害に強い道路
ネットワークの形成などの効果が期待されています。

水俣地区主任ケアマネジャー連絡会の皆さんと意見交換会を行いました

　11月21日、水俣地区主任ケアマネジャー連絡会水俣塾の皆さん（11人出席）と市議会議員が
「介護保険を取り巻く諸問題について」をテーマとして、意見交換会を行いました。次の具体的
事例をはじめ、介護に関する様々な思いが語られ、約1時間半の限られた時間でしたが、会員の
皆さんと議会が少し身近になれたような意見交換会となりました。
「過疎地域における高齢者の交通手段について」
　免許返納をされた高齢者等がみなくるバスや乗り合いバスが利用しやすいよう停留所の配慮が
必要ではないか。また高齢者等の免許返納推進や返納後の支援施策などについて、意見交換を行
いました。
「介護を予防するためのイベントの企画等について」
　介護予防を楽しく賑やかに継続できるような取り組み、例えばローズマラソン大会などと併せ
てウォーキング大会や、高齢者と子ども達のラジオ体操などのアイデアも出されたほか、配食
サービスのことなど様々な意見が交わされました。
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①　水俣市のホームページの左側の「水俣市
について」の欄から「市議会」の項目を
選んでください。

②　「市議会」の項目のうち、「議会インター
ネット中継」を選ぶと下の③番の画面が
表示されます。

パソコンで視聴される方
①　ブラウザにてYouTube にアクセスする。
②　検索欄に「水俣市議会」と入力して検索。
③　一覧の中で「ライブ」と表示されている画像又はタイト
ルをタップして視聴する。

スマートフォン・タブレットで視聴される方
①　YouTube アプリを起動する。
②　画面右上の検索アイコン（虫メガネマーク）をタップ。
③　「水俣市議会」と入力して検索。
④　一覧の中で「ライブ」と表示されている画像又はタイト
ルをタップして視聴する。

③　「議会ライブ中継」の見出しの下にある
「ただ今のライブ配信を見る」を押して
ください。

　　　※ライブ配信は議会の開催中のみ視聴できます。

④　配信タイトルの一覧から画面右下部分に
「ライブ」と表示されている画像又はタ
イトル部分を押すと開催中のライブ配信
を見ることができます。

　水俣市議会では、本会議のインターネット中継（ライブ・録画）を行っていますが、本

年３月定例会から、次のとおりライブ中継の視聴方法が変わります。

※市ホームページを経由せずに、お使いのブラウザ（Chrome、Internet Explorer、Safari 等）

から議会中継を視聴することもできます。

市議会のインターネット視聴方法が変わります市議会のインターネット視聴方法が変わります

ライブ

配信タイトルから画面右下に ライブ の表示がある
ものを選んでください。

ただ今のライブ配信を見る を選ん
でください。

市議会 を選んでください。

議会インターネット中継
を選んでください。
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79
2
0
1
9
年（
平
成
3
1
年
）１
月
1
5
日
発
行

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
平
成
か
ら
新
し
い
元
号

へ
と
変
わ
る
節
目
の
年
で
す
。

　

平
成
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
私
た

ち
の
暮
ら
し
は
、
様
々
な
技
術
革
新

に
よ
り
利
便
性
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
東
日
本
大
震
災
、
熊
本
地

震
等
の
災
害
が
多
い
時
代
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　

さ
て
、
水
俣
市
は
今
春
に
南
九
州

西
回
り
自
動
車
道
の
開
通
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
第
６
次
総
合

計
画
の
策
定
に
よ
り
、
市
民
の
皆
様

と
の
新
た
な
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

市
議
会
で
の
様
々
な
議
論
に
つ
い

て
お
伝
え
し
、
本
年
も
活
気
あ
る

「
水
俣
づ
く
り
」
に
皆
様
と
共
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

編
集
委
員
（
委
員
は
50
音
順
）

　
　

委
員
長
　
藤
本
　
寿
子

　
　
副
委
員
長
　
髙
岡
　
朱
美

　
　
委
　
　
員
　
岩
阪
　
雅
文

　
　
　
〃
　
　
　
岩
村
　
龍
男

　
　
　
〃
　
　
　
桑
原
　
一
知

　
　
　
〃
　
　
　
小
路
　
貴
紀

　
　
　
〃
　
　
　
塩
﨑
　
達
朗

　
　
　
〃
　
　
　
田
中
　
睦

議
会
事
務
局
員
　
上
田
　
純
　
　

10月３日　水俣芦北広域行政事務組合議会定例会
10月４日　水俣市戦没者追悼式
10月５日　厚生文教委員会決算審査
10月10日 　庁舎建替等対策特別委員会
10月18日　総務産業委員会決算審査
10月23日　一般会計決算特別委員会決算審査
　～25日
10月30日　肥薩四市市議会議員研修会
11月１日　庁舎建替等対策特別委員会
11月９日　議会運営委員会
　　　　　全員協議会
11月12日　南九州西回り自動車道現場視察
11月21日　水俣地区主任ケアマネジャー連絡会

水俣塾との意見交換会
11月22日　議会運営委員会
11月30日　平成30年第４回水俣市議会定例会開会
　　　　　庁舎建替等対策特別委員会
12月４日　一般質問通告
12月11日　一般質問（～13日）
12月14日　各常任委員会

12月17日　庁舎建替等対策特別委員会
　　　　　全員協議会
12月20日　平成30年第４回水俣市議会定例会閉会
12月25日　水俣芦北広域行政事務組合議会定例会

　　　　　及び全員協議会
12月28日　市役所仕事納め式

（Ｈ30.10.1～12.31）

市議会ホームページから議会の動画や会議録をご覧いただけます！

水俣市議会ホームページから

をクリック！
「水俣市議会会議録検索」

水俣市議会ホームページから

をクリック！
「議会インターネット中継」

水俣市  議会 検索

Ｑ．質問や答弁の内容を調べたいんだけど？
Ａ. 質問や答弁のキーワードで検索できます！

Ｑ．市議会の様子を見てみたいけど？
Ａ. 当日の中継や過去の議会も見られます！

インターネット中継、会議録検索で不明な点は市議会事務局（TEL61－1661）までお問い合わせください

10月２日　○宮崎県小林市議会
　　　　　　・ごみ減量の取り組みについて
10月11日　○茨城県ひたちなか市議会
　　　　　　・環境モデル都市づくりについて
10月16日　○徳島県吉野川市議会
　～17日　　・日本一の読書のまちづくりについて
　　　　　　・水俣病資料館見学
11月６日　○群馬県前橋市議会
　　　　　　・みなくるバスについて

（Ｈ30.10.1～12.31）

他市町村からの視察

議 会 の 主 な 動 き
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